
食農教育の一環で3年生 有明小では，どの子も学ぶ
がとうふづくりに挑戦し 「楽しさ」を感じることので
ました。途中にがりを入 きる授業を目指し，職員で研
れてもなかなか固まりま 修を続けています。１月は,３
せんでしたが,学校応援団 年生の学級会で研究授業・授
の穴見さんと岩本さんの 業研究を行いました。たくさ

志布志市立有明小学校 学校だより １月号 （Ｒ２．１．２８） ご尽力や子どもたちの熱 んの職員が見守る中で,最初は
い願いで，2時間後には, 緊張気味の３年生でしたが,
３丁分ほどできあがりま 徐々に，意見を交流したりま
した。 とめたりすることができまし
子どもたちは，多くの工程と苦労のつまったおいしいおと た。今後も,子どもが学習内容をイメージしやすくするための

うふをゆっくりと味わいながら食べていました。 掲示や投げかけの言葉を考えた授業を研究していきます。

県下の5年生が受ける鹿 一人人形芝居の燕（つば
児島学習定着度調査が16 め）屋さんをお呼びし，腹
日，本校でも終了しまし 話術と人形劇を見せていた
た。定着度調査は，国語 だきました。人形と燕屋さ
算数・社会・理科の４教 んの絶妙な掛け合いやこっ
科で行われ,7割の到達度 けいな動きに,子どもたちは，
を目指すテストです。 みんな引き込まれ会場は笑
5年生は普段の学習に加 いの渦でした。燕屋さんは,

え,過去や応用問題などに 「有明小の子どもたちのい
一生懸命取り組みました。結果は,個人票にてそれぞれにお い反応でこちらもいつも
返しします。また，到達度の低かった内容等を全職員で共有 以上に楽しい芝居ができま
し， 5年ばかりでなく他学年でも補充指導していきます。 した。」と，上演後話してくださいました。

子どもには予告なしで 歯質の強化を図る観点か
火災対応避難訓練を実施 ら，むし歯の罹患率を減ら
しました。放送で火元を そうと,来年度から志布志市
しっかり聞き,約２分で避 の公立小学校では，週１回,
難することができました。 フッ化物溶液を使ってうが
その後消防署の方から避 いによる洗口を実施します。
難のポイントや消防車の それに先だって専門家をお
つくり等について話を聞 呼びした説明会を開催しま
き，学びを深めました。 した。今後はフッ化物洗口

の希望の有無についての調査を２月に実施します。

卒業式まで後２ヶ月。
６年生が来年度の食農教 １日（土）土曜体験広場
育のために腐葉土を作っ ６日（木）新１年生体験入学・保護者説明会
てくれました。囲いの中 ８日（土）１年家庭教育学級
に落ち葉を集め，米ぬか １０日（月）お話じんべえさん・有明保育園による読み聞かせ
と水を入れ,かきまぜまし １３日（木）児童総会・三校PTA
た。６年生の気持ちのこ １６日（日）市人権教育研修会
もった栄養たっぷりの土 １９日（水）わくわく発表会・第５回学校運営協議会
になってくれることでしょう。 ２７日（木）PTA理事会・役員会

 

２ 月 の 主 な 行 事 予 定

優勝は人柄と努力の必然の結果
校長 山之内 和英

暦の上では，大寒を過ぎ立春に向かおうとしています。一年
中で最も寒い時期と言われていますが，今年は暖冬のため厚手
の防寒着を羽織ったり，カイロなどを身にまとったりすること
も少ないです。市内の小・中学校では，インフルエンザが流行
しているようですが，本校は今のところ大丈夫です。インフル
エンザ等の予防に十分に気をつけ，できるだけ学校を休まずに
登校し，３学期を大事に過ごしてほしいと願います。
さて，大相撲初場所の千秋楽は，幕内番付で最後の17枚目の

徳勝龍（とくしょうりゅう）が，大関の貴景勝（たかけいしょ
う）を破って初優勝しました。これまで，テレビで時々は大相
撲を見ていましたが，徳勝龍というお相撲さんのことは，正直
言って詳しく知りませんでした。
しかし，今場所は，幕内番付が最後の徳勝龍という力士が，

１敗のまま勝ちを重ねていったので，千秋楽はテレビの前で奇
跡の初優勝を願い，手に汗握りながら祈るような気持ちで応援
しました。そして大一番。徳勝龍が大関の貴景勝を力強く寄り
切った瞬間，土俵上で涙を流す徳勝龍を見て，私も思わずもら
い泣きをしました。そして，その後の優勝インタビューを聞き，
徳勝龍の人柄にすっかり魅了されてしまいました。
「自分なんかが優勝していいんでしょうか。」
「（皆さんに）喜んでもらえてよかったです。」
「自分が一番下，怖い者はなし。思い切っていくだけ。」
「（優勝に対して）意識することなく，うそです。めっちゃ
意識していました。」

「場所中に（指導していただいた）大学の監督が亡くなり，監
督が一緒に土俵で戦ってくれた。」

「（監督には）ずっといい報告をしたいと思って頑張ってきた。
弱気になると監督の顔が浮かんだ。」

「もう33歳ではなく，まだ33歳だと思って頑張ります。」
「（両親には）いつもは照れくさくて言えないけど，産んでく
れてありがとうございます。」
下積みで長く苦労しながらも，相撲部屋の若手力士の面倒見

がよく，相撲部屋の人気者。優勝インタビューから，徳勝龍の
「謙虚さ」「挑戦する心」「ファンや恩師への感謝」「親への感
謝」など，人となりが十分に伝わってきました。奇跡の初優勝
は，人柄と努力が生み出した必然の結果ではないでしょうか。


